
信州上田医療センターの理念

私たちは目指します
❶互いに信頼し尊敬しあえる関係
❷安全で質の高い医療
❸情報を共有して納得のできる医療
❹地域と連携して安心できる医療
❺医療の将来を見すえた健全な経営

患者さんの権利
1.	一人の人間として、その人格・価値観などを尊重される権利があります。
2.	良質かつ適切な医療を平等に受ける権利があります。
3.	病気・検査・治療・見通しなどについて、納得できるまで十分な説明を受ける権利があります。
	 また、自分の診療記録の開示を求める権利があります。
4.	十分な説明と情報開示を受けたうえで、治療方法などを自らの意思で選択する権利があり
	 ます。そのために担当医以外の医師の考え（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
5.	医療の過程で医療者が知り得た個人情報が守られ、入院中も可能な限り私的な生活が乱
	 されない権利があります。
6.	こどもにおいては「生きる権利」「育の権利」「守られる権利」「参加する権利」があります。

施設設定
地域災害拠点病院（1997.1）
エイズ治療拠点病院（1997.1）
地域周産期治療センター（2000.9）
地域医療支援病院（2002.11）
災害派遣医療チーム（2008.9）
第２種感染症指定医療機関（2011.4）
地域医療教育センター（2011.4）
臨床研修病院（2012.4）
地域がん診療病院（2016.4）
地域医療人材拠点病院（2019.4）
病院機能評価一般病院２（2023.6）

みどりみどりがが丘丘だよりだより
信州上田医療センター広報誌

信州上田医療センターの基本方針
１.	患者さんの人権と要望、権利を尊重し、充分な説明、情報提供を行い、互いに信頼協力しあえる関係を作り、安全で質の高い医療を平等に提供します。
２.	がん、循環器、ＨＩＶ、災害等の政策医療を担い、診療、研究、教育、情報発信を行います。
３.	上小地域における救急医療を行う一般病院として、地域医療機関、自治体との連携を強化し、地域住民の健康推進、地域医療の充実に努めます。
４.	医師の臨床研修、看護師養成、地域の各種医療従事者の卒後研修を行い、医療従事者の教育研修を行います。
５.	医療環境の変化に対応できる健全な経営を目指します。

別所線の秋	 撮影者：循環器内科医長　森田 岳宏
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いきいき健康フェアを開催しました
上田祗園祭に参加して
職場紹介 /地域医療連携室・薬剤師の一口メモ・栄養管理室だより・
附属看護学校だより
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病院機能評価の施設認定取得について

� 統括診療部長　水　沢　弘　哉

　令和 5 年 6月2日、日本医療機能評価機構の所定の認定

基準を達成していると認められ、認定証の交付を受けました。

　病院機能評価は病院の質を改善することを目的として、日本

医療機能評価機構が中立的・科学的・専門的な見地から病院

組織全体の運営管理および提供される医療について評価を行

うものです。

　令和５年３月９日、10日の 2日間 6 名の評価調査者（サー

ベイヤー）が当院を訪問し審査を行いました。具体的には書

類審査を行い、それに続いて面接調査と訪問調査（外来、病

棟、手術室、透析室、薬剤、検査、放射線、リハビリテー

ション、栄養、医療機器管理、医療安全管理、院内感染対策、

中央滅菌材料、臨床研修など）で、病院各部門に関して多岐にわたる質問を受けました。

　特に大変だったのはケアプロセス調査です。これは患者さんが他院から紹介され、予約をとり、

受診、診察、検査、入院、手術、退院の流れを実際の症例を通して様 な々角度から審査されるも

のです。説明と同意取得の方法、配薬や点滴の手順、転倒転落時の対応や予防などありとあらゆ

るところが評価対象になります。そして、どの診療科の患者さんが当たるかは当日になって発表さ

れるため、どの診療科も数か月前から準備はしていましたが、大変な緊張感でした。一方、2日目

最後の講評で病院の取り組みを評価していただきすべてが終了した際には、全職員が一丸となって

取り組んできたことに対する大きな達成感がありました。�

　今回認定書とともに審査結果報告書が届きました。報告書の中で大きな課題はなく1回の審査

で認定を受けましたが、いくつかの項目に対して課題の指摘を受けました。

　病院機能評価認定後も病院機能の向上を図る目的で病院機能向上委員会を発足しました。今後

も病院の質の向上を目指したいと思います。


